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研究成果の概要（和文）：急性期病院における入院中の骨折および頭部外傷発生状況と入院死亡のリスク因子に
ついて検討した。
骨折発生率 は0.32％。骨折部位は、椎体骨、大腿骨、肋骨で全体の70%以上を占めていた。在院死亡率は9.5%、
在院死亡リスク因子解析では頭部外傷も発生した症例、大腿骨骨折、上腕骨骨折、入院時歩行自立、BMI＜18.
5、男性等が在院死亡リスクを高めた。頭部外傷発生率は 0.046%。入院死亡率は 17.9%で、死亡リスクを上昇さ
せる因子は外傷性頭部損傷手術、向精神薬、、低BMI、男性等であった。骨折と頭部外傷で共通していたリスク
因子は入院時平地歩行が自立していないこと、やせた男性であることであった。

研究成果の概要（英文）：We investigated occurrences of bone fractures and traumatic head injuries 
during hospitalization and the risk factors for in-hospital mortality in acute care hospitals.
The incidence rate of fractures during hospitalization was 0.32%, The fracture sites of the 
vertebral bones,femurs,and ribs accounted for more than 70% of the total incidents.The in-hospitalW 
mortality rate was 9.5%, and the in-hospital mortality risk factors revealed that cases of traumatic
 head injury, femoral fracture, humeral fracture, and independent walking upon admission, in 
conjunction with having a BMI <18.5 and being male, increased in-hospital mortality risk.The 
incidence rate of traumatic head injury was 0.046% and in-hospital mortality was 17.9%. surgery for 
traumatic head injury, psychotropic drugs, having a low BMI, and being male were factors increasing 
the risk of mortality.

研究分野： 医療安全

キーワード： 医療安全管理　転倒転落　医療の質管理　病院管理
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研究成果の学術的意義や社会的意義
世界的に高齢化が進んでいるなかで、転倒転落の発生防止は日本のみならず世界的な課題となっている。なかで
も、骨折や外傷性頭部損傷を引き起こすような転倒転落の発生防止は患者のQOL,予後、医療経済的な観点からも
喫緊の課題である。また、入院中の病的骨折以外の骨折および外傷性頭部損傷の原因の多くは転倒・転落等のア
クシデントに起因するものと推測される。本研究結果は入院中の転倒・転落で骨折または外傷性頭部損傷が発生
した際に重篤な転期（在院死亡）となるリスクの高い患者の識別に応用できる可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 

特定機能病院における医療安全に関する重大な事案が相次ぎ、2016 年 6月医療法施行規則の一部改正

が行われるなど、医療安全に関するガバナンス強化が求められている。安全を管理するために、診療情

報を用いて安全を測る試みは欧米では 1990 年代前半から開始されており、日本でも 2003 年に診療報酬

請求に DPC(Diagnosis Procedure Combination)制度が導入されて以降、DPC データを用いて、医療の質

を計測する試みが病院団体などで開始され、計測結果に基づいた PDCA（Plan-Do-Check-Act）活動を継

続的に行っている団体もある。 

DPC データ調査研究班（伏見班）は、同意が得られた DPC 病院から、研究目的に DPC データを収集

し、管理している組織である。そのデータベースは、1,100 施設以上から収集された、年間約 700 万症

例の情報を格納する巨大なものとなっている。 

院内のインシデントの多くを占める転倒・転落の予防対策は国内外を問わず、大きな課題となってい

る。転倒後の重大外傷のほとんどは骨折と頭蓋内出血である。急激な高齢化が進む日本において、骨折

や頭蓋内出血の原因となるような転倒・転落（以後、傷害転倒と表記）事例の発生は、患者 ADL や予後

の悪化を招くだけではなく、その追加的医療費が逼迫している医療保険財政に追い討ちをかけることに

なり、喫緊に解決しなければならない課題である。 

 

２．研究の目的 

本研究では、入院中の新規骨折および新規外傷性頭蓋内出血の主たる原因は転倒・転落であるという仮

説のもと、DPC データを用いた入院中の骨折および外傷性頭蓋内出血の発生予測モデル作成と検証、予

防策立案、さらに、副次的に得られる医療費データを用いて、追加的医療費の算出を行う。 

 

３．研究の方法 

１）研究代表者施設の診療報酬請求データを用いた入院後新規骨折症例、頭蓋内出血症例を検出し、そ

の精度を安全管理レポートを用いて検証した。 

２）2016 年 10 月から DPC データの Hファイルに格納されている看護必要度データを使用した、ロジス

ティック回帰分析を行い偏回帰係数が最小である「65～74 歳」を基準に転倒転落リスクスコアを作成し

た。 

３）我が国の急性期病院の DPC データを用いて 65歳以上患者における入院後新規に発生した病的骨折

以外の骨折および外傷性頭蓋内出血の臨床疫学的特性と在院死亡のリスク因子解析を行った。 

４）65 歳以上患者における入院後新規に発生した病的骨折以外の骨折および外傷性頭蓋内出血の臨床疫

学的特性と在院死亡のリスク因子解析では、骨折は女性に多く、外傷性頭蓋内出血は男性に多く発生し

ていたことから多変量解析を用いた在院死亡リスク因子解析ではいずれも男性がリスク因子であったこ

とから性差に着目して傾向スコアマッチングを実施した。 

５）転倒・転落のリスク因子解析を目的に単施設のデータを用いて 65 歳以上患者の入院時に実施する

総合機能評価の結果を用いたリスク因子解析を行っいリスクスコア開発を行った。 

 

４．研究成果 

１）診療報酬データを用いた事例検出は感度は高い（骨折;87.5％,頭部損傷;100％）ものの陽性的中率



が低い（骨折；6.7％,頭内出血;3.4％）という結果になった。単施設における有害事象モニタリングに

本手法を用いる際には、診療調査も併用することで陽性的中率を向上させることができることが明らか

になった。研究代表者施設では医療安全モニタリング指標として、診療報酬データを用いて入院中の骨

折および頭部損傷件数を計測し、当該事例について安全管理レポートが提出されているか否かを評価す

る指標（レポート提出率）ことで従業員の医療安全意識の評価指標として活用している。 

２）転倒転落リスクスコアの閾値を感度及び特異度が最大となる（70.3%,69.3%）2.4 点として ROC 曲線

を作成た。AUC=0.75（p<0.01）であった。 

３）対象は 2010 から 2016 年度の 65 歳以上の退院患者 26,660,565 症例のうち、 主病名もしくは入院

契機病名が外傷ではなく、入院後発生疾患名に骨折（59,775 例）もしくは外傷性頭部損傷疾患名

（12,228 例）が登録されていた症例である。入院中の骨折発生率 は 0.32％ で、女性の骨折発生率が

高かった(男性 0.22%,女性 0.43%,P<0.01)。死亡退院となった症例は 6,684 例で、在院死亡率 8.2％、

多変量解析を用いた入院死亡リスク因子解析では外傷性頭部損傷も発生した症例、大腿骨骨折、上腕骨

骨折、入院時歩行自立、BMI＜18.5、男性等が在院死亡リスクを高めた。外傷性頭部損傷の発生率は

0.046%、在院死亡率は 17.9%で、血腫除去術等の頭部手術実施、入院時歩行自立、向精神薬、男性、

BMI＜18.5 等が在院死亡リスクを増加させる因子となった。本研究結果は入院中の転倒・転落で骨折ま

たは外傷性頭部損傷が発生した際に重篤な転帰をとるリスクの高い患者の識別に応用できる可能性があ

る。 

４）入院中の外傷性頭蓋内出血の発生リスク因子解析を傾向スコアマッチングにより解析したところ性

差はリスク因子ではなかった。つまり入院中の外傷性頭蓋内出血の発生に関しては男性であることはリ

スクではない（性差はない）が、外傷性頭蓋内出血を発生するような転倒が発生すると、死亡退院とな

るリスクは男性の方が高いということが明らかとなった。男性と女性の転倒機転のメカニズムの違いや

それに伴う出血部位や受傷の重症度の違いを反映している可能性が推測され、さらなる研究課題として

認識された。 

５）リスク因子は総合機能評価問題あり（1.6 倍）、75歳以上（1.5 倍）、痩せ（1.7 倍）、2期を超えた

入院（1.9 倍）、末梢血管疾患（2.7 倍）、悪性腫瘍（1.8 倍）であった。リスクスコアの ROC 曲線の AUC

＝0.65（P＜0.01）であった。総合機能評価結果に加えて、別のデータを組み合わせることでより精度

の高いスコア開発が可能となる可能性が示された。 
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